
「だいち」による
防災利用実証実験計画

概要

（参考４）



目的

本防災利用実証実験は、「だいち」の防災分野の利用を一
層促進するとともに、「だいち」以降の防災のための次期地
球観測衛星システム等の開発・運用等に向け、防災関連業
務における地球観測衛星利用の実効性向上の検証等を狙
いとしたものである。

このため、それぞれの課題に対応したＷＧを設置し、「だ

いち」のデータを利用し、防災利用ニーズを満足できるかどう
かを評価して、内容の見直し及び重点化を適切に図る。



衛星地形図の作成及び防災利用に関する実証実験 利用イメージ

最新 衛星地形図アーカイブ（正射投影地図データ）

1/25,000地形図

だいち画像 衛星画像による地形図
への情報付加

利用

データハンドリングツール等の利用

データ検索提供システム

最新道路情報の把握、
集落の分布概要の把握、
ヘリコプター着陸場所
検討への利用 等

発災時 対策本部 等

最新道路情報の把握、
集落の分布概要の把握、
ヘリコプター着陸場所検討への利用 等

平常時 机上訓練、防災訓練等

那覇市HPより

第2回防災利用衛星システム検

討会 静岡県殿資料より



衛星地形図の作成及び防災利用に関する実証実験 利用例

「だいち」ALOS PRISM・AVNIR-2パンシャープン画像に2万5千分1地形図を元データとする
ベクトル情報を重ね合せた衛星地形図 「国土地理院による試作図」（2006年4月28日、鳴門海峡）

Ⓒ国土地理院（画像JAXA）



火山噴火の予兆及び被害把握に関する実証実験 利用イメージ

火山噴火予知連絡会の指定する火山

山体変化等の監視

実証機関

12km

12km

衛星による面情報

GPS等による点情報

地上観測網との相互補完

被害状況の空間的把握
（噴煙、噴石、降灰、溶岩流、土石流、
火災、農作物被害等の確認）

二次災害発生危険箇所の把握等

火山データセットの準備
※PALSARについては、緊急観測時は、

極力データセットと同じ何れかのモード
で観測する

パンシャープン画像

PALSARデータセット

正射投影地図データ
・最新パンシャープン画像の作成
・常時観測・臨時観測火山の３モード

（ｵﾌﾅﾃﾞｨｱ角：21.5°,34.3°,41.5°）

による繰り返し観測

・被災地の緊急観測

平常時

発災時

発災時：

平常時：

利用

気象庁関連HPより

気象庁殿ＨＰより、一部加筆

ⒸCNES JAXA/RESTEC
ⒸCSA JAXA受信
JAXA/RESTEC処理



火山噴火の予兆及び被害把握に関する実証実験 利用例

屈
斜
路
湖

摩周湖

アトサヌプリ
（硫黄山）

1993年８月 – 1995年４月 JERS-1 SAR

0 2.9-2.9 5.9-5.9 8.8-8.8 11.8-11.8

衛星－地表視線方向の変位量 (cm) 

　　近づく
隆起、東向）（

　　遠ざかる
沈降、西向）（

屈斜路湖東岸の
火山性地殻変動

「ふよう」JERS-1/SARインターフェロメトリ処理による活火山（アトサヌプリ）の地殻変動抽出

「だいち」ALOS PRISM・AVNIR-2パンシャープン画像による
火山活動の確認（2006年6月12日）

Ⓒ国土地理院

ⒸJAXA



干渉処理による面的歪みの
経年変化の把握

地震データセットの準備

地殻・地盤変動及び被害把握に関する実証実験 利用イメージ

PALSARデータセット

・特定観測地域・観測強化地域の
３モード（ｵﾌﾅﾃﾞｨｱ角：21.5°,34.3°,
41.5°）による繰り返し観測

・被災地の緊急観測

平常時

発災時

地震調査研究推進本部HPより

実証機関

利用

地殻変動の把握・異常検知
（面的歪の経年変動把握） 等

平常時：

地上観測網との相互補完

衛星による面情報

GPS等による点情報

国土地理院殿HPより 、一部加筆

地殻変動規模の把握
地震予知の精度向上 等

発災時：

ⒸJAXA ⒸESA JAXA

将来の地震発生確率の評価等
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